






































































































































































































































































































































1515 3．5 53．7 6．5 0．8 6．4
1547 7．4 178 4．2 1．4 7．0
1588 24 480 5 6 10．0
1607 31 389 8．0 4．8 13．6
1641 78 533 14．6 28 34．4
1661 79 744 10．6 18．1 20．8
1675 98 514 19．0 25．2 34．0
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出所：Ibid．，　p．260．
世紀中葉の約20パー一セント以上へと増加したのであった（表17，18）。結婚年齢は18世紀中葉す
ぎに低下して24歳となり19世紀末までその水準に留まった（63）。結婚年齢の2歳の低下は1人の
子の出生の追加を意味したであろう。婚姻率は17世紀後半に上昇し始め，1720年代末の高死亡率
の影響で1720年から1740年まで一旦異常な上昇を示すが，それ以後低下して1750年には正常な趨
勢に則した水準にもどった後に再び上昇に転じ，ユ8世紀後半にピークに達した後に19世紀の40年
代まで低下し続け，また上昇に転じたが19世紀半ばすぎには再び低下した。こうしてユ7，18世紀
のイソグランドでは，図6に見られるとおり，実質賃金が低下すると，平均して25年後（35年，
15年，30年後）に婚姻率が変化し，その婚姻率の変化後，平均10年ないし15年たつと（0年，20
（63）19世紀の初婚年齢についてはWi11iam　Ogle，‘On　Marriage　Rates　and　Marriage　Ages　with
　　Special　Reference　to　the　Growth　of　Population，　loarnal　of　the　Royag　Statistical　Society，
　　vol．　53，　1890，　p．　272．
38 　　17・18世紀ヨーロッパの人口史的背景とイングランドの人口成長
図6普通婚姻率（15－34歳人ロ　1，　OOO人あたりの結婚と実質賃金指数（いず
　　れも25年移動平均）
実質賃金 普通婚姻率
CMR
Real－wage
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年，15年後），
したのである（64）。
率が低下し，次いで1620年代から17世紀の半ばすぎまで実質賃金は上向の趨勢を示したが，婚姻
率の対応が遅かったので出生率はなおも低下した。この時期に実質賃金上昇の利益は人々に行き
わたって需要が増大し，需要構造が変化したであろうと考えられている。更にその後も18世紀中
期に至るまで総再生産率は穏かな上昇で，安定人口成長率も低く，実質賃金に対する人口圧は存
在しなかった。その人口圧が作用し始めたのは18世紀中葉からであり，18世紀後半には実質賃金
が停滞した。実質賃金が停滞する以前の17世紀初期から18世紀中葉までの時期にイングランドの
人々は実質賃金上昇の利益を十分に享受した結果，生活必需品以外の消費財に対する需要が喚起
され，それがやがて産業革命を惹起することになったというのがりグリとス＝ッフィールドの主
張するところである（65）。
　フランスやドイツの人口と比較した場合のイングランドの人口の特微は，17世紀から18世紀初
期まで婚姻率が低くて結婚年齢が高く，17世紀と18世紀前半には，婚姻内出生率が低いことであ
った。つまりイングランドはこれらの国に比べて低い出生率による低人口圧の国だったのである。
（64）　Wrigley　and　Schofield，　oP．　cit．，　p．　434．
（65）　lbid．，　p．　439．
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出所：Ibid．，　p．425．
出生率が変化した。結局，実質賃金の変化後に平均して40年たつと出生率が変化
　　このようにして，16世紀と17世紀の初期にかけて実質賃金低下の時期に出生
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そして低人口圧は生活水準に好影響を及ぼし，それが経済成長の刺激となり，次にその経済成長
が刺激となって人口が増加したのであった（66）。　リグリとスコッフィールドは，17世紀と18世紀
初期のイングランド社会における実質賃金の好転と出生率上昇との間のタイム・ラグを重視する。
「経済状態の変化への人口学的対応がもっと速かな社会であったならぽ，経済の成長と変化との
ための十分な力を蓄えることはもっと困難であり，有利な諸要因を利用して産業革命を起こすこ
とはもっと困難だったであろう」と彼らは述べている（6？）。こうしてイングランドの18世紀後期
の人口増加のメカニズムが解明されたが，リグリの言うように，新たな謎が残された。それは工
業化前イングランドの人々の結婚のタイミングを決定する要因である（68）。
　これに対する答えはまだ出されていないが，これとの関連で興味があるのは，16世紀末から17世
紀に，イングランドの人々がヨーロッパの他の国の人々より豊かな生活を送っていたというマク
ファーリンの指摘である。彼の引用したところによれぽ，当時のイングランドを訪れた外国人は，
イングランドの人々がヨーロッパ大陸の人々よりよい服を着，よい食物（つまり肉）を多く食べ，
良い家に住み，良い家具をもっていると考えた。例えば，16世紀末にブランデンブルグから来た
ドイツ人は「土地は肥沃で家畜が多く，丘陵には住民の富の源泉である無数の羊の群が遊び，フ
ランス人より多くの肉を食べ，飲物に多くの砂糖を入れる。農業経営者の家は2階建が普通で，
窓にはガラスがはめられ，ベッドにはタペストリがかけてある」と述べ，アントワープの商人は
「食事は豊富で美味く，肉も多く食べる……男も女も服は優美で薄手の高価なものを着る。しか
し同じものを着用せず，流行が毎年変わって新しいものを着ることを好む」と書いている。比較
的に豊かな生活を送ったのは上層と中層の人々のみではなかった。諸国を遍歴したロソドソの主
教によれば，「フランス人は自国の国王の兵隊によってさえ略奪され，下層の者は市場で売るも
のとて何もなく，しかも人頭税を納め，豚肉もあひるも鶏も貢租に差し出して食べられない。イ
タリアでも同じで，農夫の上等の服は粗麻布で靴下はなく，市場へは鶏を1，2羽，卵を1ダー
スほど持参して売るが，買う物は肉や魚ではなく，野菜サラダ用の油である。ドイツでは少しま
しだが，肉より根菜を多く食べる。あなた達と比べるがよい。彼らは野菜，あなた達は牛肉と羊
肉。彼らは根菜，あなた達はバタ，チーズ，卵。彼らはただの水，あなた達はビール。……国王
のためにおかねを出すのは生涯に2，3回，彼らは毎日である。……私達はパラダイスに住んで
いる」というのであった（69）。16世紀末以降に，他のヨーロッパ諸国と異なる消費生活をイング
ランドに生ぜしめたのは，15世紀中葉以降のイングランドの農業の独特な発展であり，それが下
（66）　Wrigley　and　Schofield，　‘English　Population　History　from　Family　Reconstitution：　Summary
　　Results　1600－1799’，　．PoPulation　Studies，　37，　1983，　pp．　183－4．
（67）　Wrigley　and　Schofielcl，　The　PoPulation　History　of　Englana　1541－1871：　A　reconstitution，
　　p．　439．
（68）　Wrigley，　op．　cit，，　in　Past　and　Present，　p．　98．
（69）　Alan　Macfarlane，　The　Origins　of　English　lndividualism；　The　Fami！y，　ProPerty　ana
　　Social　Transition，　Oxford，　1978，　pp．　171－80．
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層階級も含めて，工業製品に対する国内需要を高めたとブレソナは述べている（70）。16世紀末以
降におけるイングランド社会の消費生活の変化は，サースクによって生き生きと描かれている。
その変化は，16世紀中葉にイングランドで行なわれた輸入代替と貧困者雇用創出のための消費財
製造業振興政策の結果であり，1540年頃のイングランドならば贅沢品と考えられた商品が，16世
紀末には様々な価格で製造されるようになった。製造業の新企業は靴下編み，ボタン，ピソ，釘，
塩，洗濯糊，石鹸，ナイフ等の刃物，タ・ミコのパイプ，鍋明馨，リボンやレース，亜麻織物，
酢，蒸留酒，食用油，染料等に起こされ，農業では，あぶら菜，大麻，大虎，茜草，タバコ，生
鮮野菜等が栽培された。これらの企業は農村や都市の多くの人々に副業的雇用と収入とをもたら
した。例えば靴下編み工業だけで，17世紀初期には国内市場向けの生産のみで10万人の人に年間
50週の雇用を提供できたのである（71）。ところでイングランドのこの時期には，前に見たとおり，
多くの人々の収入が増加しても，直ちに結婚年齢が下がったり，生涯独身者が減少したりはしな
かった。むしろ彼らは収入の増加分を消費財の購入にあてたのである。これは伝統的社会におけ
る小農の典型的な行動とは異なるものであった。通常，彼ら小農は余剰の貨幣を得てもそれを消
費することは稀で，不時の必要や，牡牛の買いかえ，娘の持参金，次三男のための他家の家督相
続権買収等の準備金として退蔵するのが普通だった（72）。イングランドの下層の人々がそれと異
なる行動をした原理はsocial　emulationにあった（r’3）。　emulationとは，辞書によれぽ模倣に
よって他者と同等になろう，あるいは他者を凌駕しようとすることであり，デフォウの1720年代
の言葉を借りれば「最も貧しい市民が金持ちのように，金持ちは大地主のように，大地主は貴族
のように生活する」㈹ことである。イングランドの人々のこの独特な大衆的消費者需要は，工業
を発達させ，工業発達は農業を発展させ，農業の発展は更に工業を発展させたのであった。イン
グランドの他の国に先行する工業化の理由がそれであったこと考える研究者は，今日少なくない
であろう。
　では，この下層の人々によるソシアル・エミュレイションという行動様式はどこから生じたの
であろうか。その答えが，パーキソの言うように社会移動が許容される漸次移行的階層制graded
hierarchieと，他の国ならば現金をもつことがなかったような層にまで貨幣経済が浸透したこと
にあったのか（75），それともマクファーリソの言うように，ユ3，ユ4世紀のイングランドで，すで
に氏や素姓でなく富に基づいた社会移動がかなり存在し，また土地に対する個人の権利に関する
（70）　Robert　Brenner，　‘Agrarian　Class　Structure　and　Economic　Development　in　Pre－lndustrial
　　Europe’，　Past　＆　Present　no．　97，　1982，　p．　113，
（71）　Joan　Thirsk，　Economic　Pogicy　ana　Prol’ects：　The　DeveloPment　of　Consumer　Society　in
　　Early　Modern　Englan4，0xford，1978，　ch．5，　and　Conclusion，三好洋子訳『消費社会の誕生，近
　　世イギリスの新企業』東京大学出版会　1984年，第5章と終章。
（72）　Harold　Perl〈in，　Tlze　Origins　of　Modern　Englislz　Society　1780－1880，　London，　1969，　p．　91，
（73）　lbid．　p．　97．
（74）　Daniel　Defoe，　ComPlete　English　Tradesman　（1841　ed．），　ll．　p．239，
（75）　Harold　Perldn，　oP．　cit，，　pp．　24－6，　92．
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規定が法律に組み込まれ，その個人主義と並行して土地を分割相続しない慣行が普及していたの
で，イングランドに多数の非農業人口と住み込み奉公人が創出されたことにあるのか㈹，不明で
ある。
　筆者は，イングランドには社会を二分して考える二分法的社会観の伝統が中世以来続いており，
その分け方は，19世紀に入るまで，一方は貴族とジェントリと呼ばれる大地主階級で，他方はそ
れ以外の人々というものであったと考える。その二分法的社会観が支配的な社会で，貴族を含む
極く少数の大地主層の社会と共存するもうひとつの社会に生きる大多数の国民の間に存在した社
会的関係は，パーキンの言う無階級的階層制classless　hierarchieであった。しかもそこでは，
マクファーリソの言うように，大多数の普通の者の社会の一員でも莫大な財産を蓄えて所領を購
入すれぽ，別の社会に参入することが可能な社会であった。15・16世紀のイングランドで成功し
富を築いた大商人が，土地を買って引退し上層階級に加わることを志向したことはよく知られて
いる。彼らは貴族やジェントリの生活様式を模倣し，やがて真にその仲間に加えられ，社会的威
信を得ることを望んだ。階級的対立がない限り，上に立つ者を下の者が見習うのは常態であろう。
こうして，ソシャル・エミュレイシ・ソは貴族・ジェントリの直下の庶民の上の部分から始まっ
て下層に伝わり，遂には家事奉公人や日雇労働者にまで及んだのであった。その過程で，一般庶
民の受容できる生活水準tolerable　standard　of　lifeとそれに適した家族規模とが（rt　7），ヨーロ
ッパの他の諸国の庶民のそれとは異なったのは不思議でない。実に「無階級的階層制社会」こそ，
工業化前イングランドの人々のソシャル・エミュレイショソの性向を助長して消費生活を人口成
長に優先させ，それによってもたらされた門人口許の社会が，大衆の生活状態を最低生存水準以
上に維持して，更に有効需要が創出された。17世紀，18世紀イングランドの経済成長はこのよう
にして達成されたのであった。
（76）　Alan　Macfarlane，　oP．　cit．，　Chaps．　7　＆　8．
（77）　J．　M．　Roberts，　The　Pelican　History　of　the　rvorla，　Harmondsworth，　1976，　p．　662．
